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１． 「東北地方の中小都市」の検討視点の整理
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・都市間競争の中での
ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ

・ﾀｲﾑｽｹｰﾙの設定

・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝのﾁｪｯｸと修正する
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ体制の確立

⑧その他

・個と全体の管理運営シス
テムの形成

・地域の特産品を日常的に販売,
食文化体験施設を立地

⑦都市経営

・自動車利用の抑制
・ｴﾈﾙｷﾞｰ消費の少ない都市構
造

・豊かで美しい農村や漁村を目指
す施策の展開

・市街地郊外を取り巻く緑地,
農地,森林,海浜などの保全

⑥環境・景
観に配慮し
た都市の形
成

・適正空間の管理とその主
体の形成(新たなﾊﾟｰﾄﾅｰ
ｼｯﾌﾟの姿)

・都市域拡大の抑制・総合的なﾀｳﾝﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄの観点か
ら用途容積制度の運用見直し
・郊外,農村部等における適切な
土地利用

・市街地の無秩序な拡大を抑
制

⑤土地利用
のあり方

・ｺﾐｭﾆﾃｨの最適規模と空間
構成
・ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾞﾊﾞﾅﾝｽを保障で
きるｺﾐｭﾆﾃｨ空間整備

・まちづくり活動における協
働とそれがもたらす連携の
絆
・交流を通じた文化等の生産

・行政,地元商工会,市民,NPO等と
のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによるﾀｳﾝﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

・世代を超えた交流が生まれ
る空間の創出

④コミュニ
ティの維
持・再生

・混合利用による都市の利便
性の増大

・ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨのｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝの決
定と実施
・白地地域の開発抑制と中心市街
地への集積効果を高める
・中心市街地で顔となるｽﾄﾘｰﾄ(目
抜き通り)の形成

・中心部の既存ストックを有
効に活用した職住近接等の
都市

③都市機能
の適正配置

・公共交通利用環境の優先整
備
・歩行者等利用環境の整備
・交流可能性が増大するｺﾝﾊﾟｸ
ﾄ化,ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

・広域公共交通ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
・中心市街地が人々に優しく歩い
て楽しめること

・徒歩,バス等で用が足せ,自
動車に頼らなくても生活で
きる都市
・人々がゆったりと散策し,憩
いを楽しめる都市

②アクセシ
ビリティの
確保

・交流,滞留空間の創出(広場,
公園,ｺﾐｭﾆﾃｨ道路,ベンチ等)
・安心拠点、複合施設

・居住継承や居住存続が可能な街
なか居住政策
・高齢社会を支える居住政策

・建物はせいぜい3,4階建て(2
階以上が居住,1階は店舗)
・2階以上に一般住民等も居住
できるような居住環境

①安全安心
な暮らし

高嶋委員山田委員木村委員鈴木委員清水委員一般的な
視 点

各委員の主なコンパクトシティの考え方(第1回委員会資料より)
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公共公益施設のコスト縮減・個と全体の管理運営システムが形成

農地や自然環境の保全・市街地を取り巻く自然環境の保全

循環型都市の形成(省エネ、ﾘｻｲｸﾙ)・エネルギー消費の少ない都市構造⑥環境・景観に
配慮した都市の
形成

景観に配慮したまちづくり・美しい農村や漁村が目指されている

地域資源・産業の育成・経済的自律・地域の特産品を日常的に販売

⑦都市経営

市街地の拡大抑制
・総合的なタウンマネジメント、適正空間の管理と主体育成
・都市域拡大の抑制⑤土地利用のあ

り方

市民(NPO等)・行政・企業等の協働
・まちづくり活動における協働
・パートナーシップによるタウンタウンマネジメント

都市・農村部のコミュニティの活性化
・交流を通じた文化の生産
・コミュニテイの最適規模と空間構成、コミュニティ空間整備④コミュニティの

維持・再生

都市間競争下での都市経営・都市間競争下でのｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ

時間軸を考慮したまちづくり・タイムスケール、グランドデザインのチェックと修正

職住近接型のまちづくり・既存ストックを活用した職住近接等の都市

既存施設の活用と再配置
・白地地域の開発抑制と中心市街地への機能集積
・混合利用による利便性・快適性の高い中心部
・街の顔となる通りが形成

③都市機能の適
正配置

移動の円滑化
・街を楽しめる歩行環境などの形成
・交通環境のバリアフリー化

多様な交通手段の確保
・広域的な公共交通マネジメント
・過度に自動車に依存しない交通体系②アクセシビリ

ティの確保

多様な居住地にあった住まい方－

中小都市における街なか居住
・都市規模に応じた中層の街なか居住
・高齢者など、多様な人々が住み続けられる街なか居住
・街なかを楽しむ交流、滞留空間等の確保、安心拠点、複合拠点

雪に強いまちづくり－

①安全安心な暮
らし

論点例コンパクトシティの考え方一覧（委員意見集約）主な検討テーマ

委員意見を踏まえた「東北地方の中小都市」のコンパクトシティ像の視点
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２．モデル都市におけるコンパクトシティの検討

２－１．モデル都市のヒアリングについて
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② 東根市におけるコンパクトシティの検討

③ 横手市におけるコンパクトシティの検討

２－３．モデル都市検討のまとめ
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２－１．モデル都市のヒアリングについて

○ ヒアリング日程と内容

都市計画課都市整備課都市計画課相手方

11月17日（金）11月14日（火）11月8日（水）日程

横手市東根市宮古市

■主なヒアリング内容

１．コンパクトシティの認知度

２－１．市街地の低密度拡散について

２－２．中心市街地活性化について

２－３．多様な交通手段の確保について

２－４．環境負荷抑制策について

２－５．行政コストの縮減策について

３．周辺自治体との関係について

４．その他（まちづくりの課題など）

中小都市において『コンパクトシ
ティ』はどれほど知られているか

一般的に言われている都市の問題
課題に対して、どのような考えを
持っているか

通勤・通学、レクリエーション、
買い物、医療などの生活面におけ
る、周辺市町村との依存
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○コンパクトシティの認識

都市計画担当レベルで
は漠然と認識している

●昭和の頃は｢小さくても
キラリと光るまち｣を標榜
しており、『コンパクト
シティ』の理念にあった
ようなまちづくりが進め
られてきた(駅前の区画整
理を重点実施するなど)

●平成に入ってからは一
気に郊外開発が進められ
てきた

全く知られていない

●乱開発を抑制する施策と
して認識する程度

●山形県では平成13年に中
心市街地の活性化などを目
指す「コンパクト交流文化
都市構想」を定めたが、特
に市の担当者レベルにまで
浸透していない

全く知られていない

●平成15年に策定された
都市計画マスタープラン(市
策定)では「コンパクトなまち
づくりを 進めます」と記載さ
れているが、流行の言葉を
盛り込んだだけだろうという
認識

●１面が海、３面が山であり、
自然とコンパクトなまちに
なっていると認識

横手市東根市宮古市
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２－２．モデル都市におけるコンパクトシティの検討

① 宮古市におけるコンパクトシティの検討

② 東根市におけるコンパクトシティの検討

③ 横手市におけるコンパクトシティの検討
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① 宮古市におけるコンパクトシティの検討
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（1）宮古市の概要

人口・世帯数の推移

①宮古市の概要

・宮古市の人口は昭和５５年以降減少しており、平成４２年には
昭和５５年（ピーク時）の６割まで人口が減少すると予測されて
いる。

・高齢化が大幅に進み、３０年後には３人に１人が高齢者となる。

・DID人口密度は減少しており、平成１２年では約43人/ｈａと
なっている。

将来の高齢化
率を表現する
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（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推
計人口」（平成15年12月））

（資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将
来推計人口」（平成15年12月））

３０年後には３人に１
人が高齢者となる

昭和５５年（ピーク時）
の６割まで人口が減少

高齢化割合の推移

・人口：54,683人（H12）
・世帯数：19,347世帯（H12）
・高齢化率：21.6％
・面積：339k㎡
・都市計画区域面積：75.4k㎡
・DID面積：4.77k㎡
・DID人口密度：42.8人/ha
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（資料：平成15年度 岩手県買物動向調査）

他市町村への買回り品の流出状況

・宮古市は周辺町村の買い物依存度が高く、田老町等の買回り品の約9割が宮古市に依存している。

・宮古市からの流出先は盛岡市が第１位で買回り品の1割程度となっている。

②都市間流動の状況

宮古市の位置
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③都市施設の分布状況

県立宮古病院

宮古市役所

ホーマック宮古南

キャトル宮古

小山田ＳＣ
（マリンコープDORA）

宮古市運動公園

宮古警察署

宮古市民文化会館

市民総合体育館

宮古地方合同庁舎

宮古消防署

港湾合同庁舎

森林管理署

簡易裁判所

宮古市立図書館

総合福祉センター

宮古労働基準監督署

閉川緑地 三陸国道事務所

宮古地方合同庁舎
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（２）宮古市の土地利用状況等

古い住宅団地で閉店された店舗

郊外に移転した総合病院

古くから立地する郊外の都市施設
（宮古市文化センター）

高齢者等の生活を支援するため、
公共バスの運営費を市が補助

①市街地周辺の状況

小山田ＳＣ 面積 6100㎡

幹線道路沿いの店舗

宮古駅
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社会実験の取り組み

宮古駅

TMOが大型店を活用して
「キャトル宮古」を運営

総合病院の跡地に郵便局
を誘致

TMOが取り組んでいる街
なかの休憩スペース

②街なかの状況

歩道のない商店街

平成17年度に実施した社
会実験

街なかに建つ店舗併用
の住宅

新市にふさわしい風格のある
駅前広場の整備予定

15

（3）宮古市の都市構造の特性・課題

宮古市の特性

・リアス式海岸の地形的な制約によ
り、平坦地が少ない。津波による被
害が発生しやすい。

・閉伊川河口にＴ字型の市街地を形
成。郊外に住居系市街地が点在。

・古い住宅団地の高齢化が進行。敷
地が狭く、多世帯住宅等の立地が
困難で、建替えが進まない。

・昭和の合併により都市施設が分散。

・鉄道本数が少なく、比較的バス利
用率が高い。

・東西に約１ｋｍ程度の中心市街地
を形成。

・県立病院の移転等に伴い、中心部
の空洞化が進行。約1割が空店舗。

・中心商店街は、無歩道区間が多

い。店舗併用住宅が多い。

・街なかへの住み替え意向は少ない。

・大きな商圏を形成しにくいので、今

後も大型店の立地は見込まれない。

・ＴＭＯ等の取り組みはあるものの、
地域活動はあまりみられない。

・買回り品の購入などで盛岡市との
繋がりが深い。

◆平成４２年には昭和５５年
（ピーク時）の６割まで人口が減
少。

◆高齢者数は５人に１人から３
人に１人に増加する。

【市街地関連】
・平地が少なく、乱開発の懸念は
ない。

【中心市街地関連】
・県立病院が郊外に移転。
・駅前のサティが撤退した跡をＴＭ
Ｏが「キャトル宮古」として再生。
・ 風格のある歩いて楽しい駅前に
向けて駅前広場を整備中。
・車社会、中心市街地の魅力不足
等を背景に街なか居住のニーズが
生まれない
【交通関連】
・市民バスを運行。今後も維持。
・鉄道本数が少ない。

【行政コスト関連】

・市街地の再整備は財政上困難。

ヒアリング結果

①安全・安心な暮らし
◆狭い市街地の中で、安心して住み続
けるための住環境の向上が必要

②アクセシビリティの確保
◆点在する都市機能や集落などを繋げ
る、バス等の公共交通の活用促進
◆歩道が少ない街なかの歩行者の安全
性の確保

③都市機能の適正配置
◆キャトル宮古や商店街等、今ある機能
を活かした街なかの魅力の向上

④コミュニティの維持・再生
◆津波など災害時の協力体制を強化
◆農漁村との交流不足の改善

⑤土地利用

◆少ない可住地の有効活用

⑥環境・景観に配慮した都市の形成

◆宮古湾の水産業を育むために、山地
の開発を抑制

⑦都市経営

◆水産業を活かした地域産業の活性化
が必要

宮古市の都市構造上の課題

将来動向
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（4）宮古市におけるコンパクトシティの検討

特徴ある生活サービス拠点が市民生活を重層的に支えるクラスター型コンパクトシティ

宮古市はリアス式海岸の特徴により、海と山に囲まれており、限られた平坦地を中心に市街地を形成してきた。今後
も人口が減少していく中で、安心して住み続けられる住環境を形成していく必要がある。

そのため、分散している都市拠点を連携し、相互に補完・連携しあうシステムを構築することにより、市民が安心して
都市機能を享受できる都市の形成が望まれる。

②アクセシビリティの確保

宮古駅前広場整備を中心に、点在する都市拠
点や中山間地をネットワークするバス網をﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
システム等の多様な手段で展開

②②アクセシビリティの確保アクセシビリティの確保

宮古駅前広場整備を中心に、点在する都市拠
点や中山間地をネットワークするバス網をﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
システム等の多様な手段で展開

③都市機能の適正配置

街なかは市民の買い物の場、ちょっとしたハレ
の場として、安心して歩ける道路空間が確保さ
れた、歩いて楽しめる商店街を形成

③③都市機能の適正配置都市機能の適正配置

街なかは市民の買い物の場、ちょっとしたハレ
の場として、安心して歩ける道路空間が確保さ
れた、歩いて楽しめる商店街を形成

①安全安心の暮らし

限られた市街地を活かし、中層の魅力ある建
物整備等により快適で安心して住み続けられる
空間を形成

①①安全安心の暮らし安全安心の暮らし

限られた市街地を活かし、中層の魅力ある建
物整備等により快適で安心して住み続けられる
空間を形成

④コミュニティの維持再生

災害に対する市民・企業等の応援体制の強化

周辺の農漁村との交流に向けた市民主体の活動の展開

④④コミュニティの維持再生コミュニティの維持再生

災害に対する市民・企業等の応援体制の強化

周辺の農漁村との交流に向けた市民主体の活動の展開

⑦都市経営

水産物の高付加価値化等を推進し、宮古ブランドの形成
を図る。

⑦⑦都市経営都市経営

水産物の高付加価値化等を推進し、宮古ブランドの形成
を図る。

⑤土地利用のあり方

山林は保全を図ることを基本とし平坦地の有効活用を図る。

⑤⑤土地利用のあり方土地利用のあり方

山林は保全を図ることを基本とし平坦地の有効活用を図る。

⑥環境・景観に配慮した都市の形成

基幹産業である水産業の振興を図る観点からも、山林開
発を抑制し自然環境を保全

⑥⑥環境・景観に配慮した都市の形成環境・景観に配慮した都市の形成

基幹産業である水産業の振興を図る観点からも、山林開
発を抑制し自然環境を保全
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宮古市のコンパクトシティの概念図

ちょっとしたハレの場、安心して
歩ける道路空間の形成

中層の建物による住み続けら
れる空間の形成

宮古駅を中心に点在する拠
点等を繋ぐ交通網

既存の都市機能を活かした
都市的サービスの提供

分散した市街地を支える生活
サービスの提供

高齢者の住み替え等による、安心し
て住み続けられる住生活の提供

地域拠点

街なかと周辺市街地
・街なかと団地の住み替えに
よる、ライフスタイルにあった
住宅環境の選択

山林等の開発の抑制

水産物の高付加価値化等を
推進し、宮古ブランドの形成

都市施設

郊外地域

生産緑地・自然環境

地域拠点

周辺市街地

街なか

凡 例
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宮古市のコンパクトシティイメージ例

ＤＩＤ密度

（人/ｈａ）

ＤＩＤ面積

（ｋ㎡）

その他人口

(人)

ＤＩＤ人口

(人)

概ね現在の
人口の半分
程度が減少

空家・空地
が増加する

18,22734,213

Ｈ42のＤＩＤ
面積、人口
はＨ12と同
等程度を確
保した場合
を想定

43.042.8

4.804.77

20,64020,425

人口が約1
万6千人が
減少

38,86754,638人口 （人)

備考Ｈ42

（将来予測）

Ｈ12

（基準年）

将来人口の設定例

資料:将来人口は人口問題研究所

「日本の市区町村別将来推計人口」（平成15年12月））

凡 例

19

② 東根市におけるコンパクトシティの検討
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43,940
46,56644,800

0

10,000

20,000
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40,000

50,000

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42

（人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

（世帯）全人口 世帯数

（1）東根市の概要
①東根市の概要

・東根市の人口は約45,000人で増加傾向にあるが、平成２２
年をピークに減少に転じる。

・高齢化は確実に進み、３０年後には３人に１人が高齢者となる。

・DID面積は昭和４５年からほとんど変わっていない。人口密度
は約30人/ha前後で推移し、低密度な市街地となっている。

人口・世帯数の推移

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推
計人口」（平成15年12月））

（資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将
来推計人口」（平成15年12月））

15.6% 14.2% 12.8%

63.5% 60.5% 58.4%

20.8% 25.3% 28.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H12 H27 H42

老年人口

生産年齢人口

年少人口

高齢化率の推移

平成２７年をピークに
人口減少に転じる

３０年後には３人に１
人が高齢者となる

・人口：44,800人（H12）
・世帯数：12,579世帯（H12）
・高齢化率：20.8％
・面積：207k㎡
・都市計画区域面積：62.3k㎡
・DID面積：4.46k㎡
・DID人口密度：26.8人/ha

21

（資料：平成15年度 山形県買物動向調査）

・東根市は国道13号沿いに市が連担しており、隣接する市から買い物に訪れる比率が高い。

・東根市が流出する買い物先としては、山形市が一番となっているが、流出割合は約20％程度と
なっている。

②都市間流動の状況

他市町村への買回り品の流出状況
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ヨークベニマル東根店

東根市役所

ジョイ東根中央店

ジャスコ新東根ＳＣ 大森緑地公園

大森山公園

市民体育館

東根消防署

北村山公立病院

堂ノ前公園

東の杜資料館

東根郵便局

③都市施設の分布状況

23

神町

東根本町

東根温泉

（２）東根市の土地利用状況等
①市街地周辺の状況

さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅

市役所

長瀞地区

工業団地に立地する工場

神町の市街地

東根本町周辺の沿道状況

24



国
道

号

13

さくらんぼ東根駅に併設された
図書館

さくらんぼ東根駅前広場と
区画整理地区

さくらんぼ東根駅

②街なかの状況

タントクルセンター（総合保健福祉施設、
H17.4オープン）

ヨークベニマル東根店

さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅

東
根
駅

市役所
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（3）東根市の都市構造の特性・課題

・昭和の合併により1町5村が合併。
東根温泉、東根本町、神町の３つの
市街地と、その周辺に農村集落が
点在

・果樹を中心とした農業が盛んで、さ
くらんぼ生産が日本一

・昭和50年代には工業団地の造成
に着手。山形第２位の生産を誇る。

・高速道路、新幹線、空港の高速交
通の利便性に恵まれている。

・市街地は概ね平坦地。未利用地が
ある。

・ 新幹線駅前に大型商業施設を誘

致、地区計画による店舗の誘導。

・東根温泉、東根本町、神町の既成
市街地では、人口減少、高齢化が
進行。敷地が狭く、接道条件が悪い
ため、建て替えが進まない。

・高齢者の街なか居住のニーズはあ
まり聞かない。

・駅周辺や神町北部に新築住宅が
増加。若い世代が移住。

・高校、買回り品等は山形市と繋が
りが深い。

①将来人口は平成２７年をピーク
に減少に転じ、緩やかに減少する。

②高齢者数は５人に１人から３人
に１人に増加する。

【市街地関連】
・新幹線駅前を市の核として位置づ
け一本木区画整理事業を実施
・既成市街地に隣接する地区で区
画整理を実施し、世帯増加を吸収
・集落は、道路が狭隘
・郊外の大型店舗の立地予定あり
【中心市街地関連】

・東根本町で、歩いて楽しめる街づ
くりを実施（ウォーキングトレイル等）
【交通関連】
・市民バスを運行し空白地帯を解消
・隣接する河北町とバスの相互乗り
入れを実施
【環境関連】
・環境対策関連施策を実施
【行政コスト関連】
・街路事業はほぼ終了
維持管理費では特に問題なし

①安全・安心な暮らし
◆東根本町、長瀞の既成市街地にお
いて、雪対策、高齢者の生活支援等
居住環境の向上が必要

②アクセシビリティの確保
◆市民バスを充実し、点在する集落、
周辺市町村の生活を支えることが必
要

③都市機能の適正配置
◆一本木土地区画整理事業地区が
市の顔となるよう な市街地づくり

④コミュニティの維持・再生
◆高齢化が進行する既成市街地にお
けるコミュニティの維持

⑤土地利用のあり方
◆白地地域の大規模店舗の開発圧
力（国道１３号沿い、市役所東側）

⑥環境・景観に配慮した都市の形成
◆城址付近の水路やお堀、田園景観
等身近な自然環境の管理。

⑦都市経営
◆停滞している臨空工業等の産業の
活性化が必要

東根市の特性 ヒアリング結果 東根市の都市構造上の課題

将来動向
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（４）東根市におけるコンパクトシティの検討

農作物や自然緑地等身近な環境がまちを彩る緑住コンパクトシティ

東根市では、日本一のさくらんぼ生産や東根温泉など地域の産業が継承できる都市づくりが求められており、それが
東根市を持続的に発展させていくことにつながる。

歴史的な旧市街地や優れた環境・景観を保全する一方、高速交通体系の利用を拡大して、都市と農村の交流を促進
するなど、豊かな自然と新たな交流拠点が同居する都市の形成が望まれる。

②アクセシビリティの確保

集落、周辺市町村の生活を支える市民バスネッ
トワークの強化

②②アクセシビリティの確保アクセシビリティの確保

集落、周辺市町村の生活を支える市民バスネッ
トワークの強化

③都市機能の適正配置

さくらんぼ東根駅周辺への公共公益施設等の
集積による中心地区の形成

③③都市機能の適正配置都市機能の適正配置

さくらんぼ東根駅周辺への公共公益施設等の
集積による中心地区の形成

①安全安心の暮らし

東根本町、長瀞の既成市街地において、安心し
て住み続けられる生活環境の形成

①①安全安心の暮らし安全安心の暮らし

東根本町、長瀞の既成市街地において、安心し
て住み続けられる生活環境の形成

④コミュニティの維持再生

さくらんぼ等を媒介とした他の都市と農村の交流促進

④④コミュニティの維持再生コミュニティの維持再生

さくらんぼ等を媒介とした他の都市と農村の交流促進

⑦都市経営

空港等の立地特性を活かした産業の振興

⑦⑦都市経営都市経営

空港等の立地特性を活かした産業の振興

⑤土地利用のあり方

国道沿いの大規模店舗の立地等を抑制するなど市街
地拡大のコントロールと市街地内未利用地の有効活用を
推進

⑤⑤土地利用のあり方土地利用のあり方

国道沿いの大規模店舗の立地等を抑制するなど市街
地拡大のコントロールと市街地内未利用地の有効活用を
推進

⑥環境・景観に配慮した都市の形成

りんごやさくらんぼといった果樹や田園など、身近な緑
に囲まれた農村景観や生活環境の保全

⑥⑥環境・景観に配慮した都市の形成環境・景観に配慮した都市の形成

りんごやさくらんぼといった果樹や田園など、身近な緑
に囲まれた農村景観や生活環境の保全
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東根市のコンパクトシティの概念

さくらんぼ生産を担う農村
等の暮らしを支える拠点の
維持

果樹園や田園等身近な
緑に囲まれた農村景観

公共公益施設等の集積によ
る中心地区の形成

雪対策や防災対策による安
心して暮らせる環境の形成
特色ある地域づくり

市街地の拡大を抑制し、市街
地内の未利用地の有効活用

農村集落
都市サービスエリア

既成市街地

集落が維持されることで、
産業として農業が育成さ
れていく

集落、周辺市町村を支える市
民バスネットワーク

都市施設

郊外地域

生産緑地・自然環境

農村集落

既成市街地

都市サービスエリア

凡 例
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東根市のコンパクトシティイメージ例

ＤＩＤ密度

（人/ｈａ）

ＤＩＤ面積

（ｋ㎡）

その他人口

(人)

ＤＩＤ人口

(人)

ＤＩＤ外から

約3千人が減
少

30,44033,406

Ｈ42のＤＩＤ
面積、人口
はＨ12と同
等程度を既
成市街地エ
リアで確保
した場合を
想定

30.026.8

4.504.46

13,50011,394

43,94044,800人口 （人)

備考Ｈ42

（将来予測）

Ｈ12

（基準年）

将来人口の設定例

資料:将来人口は人口問題研究所

「日本の市区町村別将来推計人口」（平成15年12月））

凡 例

都市サービスエリア
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③ 横手市におけるコンパクトシティの検討
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30,600

43,773
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14,000

（世帯）全人口 世帯数

40,521

（1）横手市の概要

①横手市の概要

人口・世帯数の推移

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推
計人口」（平成15年12月）） （資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将

来推計人口」（平成15年12月））

13.9% 11.7% 10.4%

61.7%
56.1%

51.9%

24.5%
32.2% 37.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H12 H27 H42

老年人口

生産年齢人口

年少人口

・横手市の人口は昭和５５年以降減少しており、平成４２年には
昭和５５年の７割まで人口が減少すると予測されている。

・高齢化が大幅に進み、３０年後には約40％が高齢者となる。

・DID面積は緩やかに増加し、一方で人口密度は低下し40人/

haとなっている。

３０年後には約40％が
高齢者となる

昭和５５年の７割まで
人口が減少

高齢者の割合の推移

・人口：40,521人（H12）
・世帯数：13,257世帯（H12）
・高齢化率：24.8％
・面積：111k㎡
・都市計画区域面積：80.4k㎡
・DID面積：3.91k㎡
・DID人口密度：40.0人/ha

31

（資料：平成16年度 消費購買動向調査）

②都市間流動の状況

図ー他市町村への買回り品の流出状況

・横手市は秋田県南地域の商業拠点を形成しており、周辺市町村からの流入が多い。

・横手市から買い物の流出先としては、秋田市が第1位となっているが、流出率は約6％と低い値にとど
まっている。
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③都市施設の分布状況

横手公園／横手城
跡

横手市立図書
館

横手病院

労働基準監督署

横手地域局

平鹿総合病院

横手郵便局

法務合同庁舎

横手市民会館／記念公園多目的運動場

税務
署

ハッピータウン横手

ＤＩＹセンターヤマキ横手駅南
店

裁判
所

興生病院

大鳥公園

民俗資料館

広域交流センター

横手警察署

地方総合庁舎横手消防
署

横手市役
所

県立近代美術館

ユニオンビル

マックスバリュ横手駅前店

ホーマック横手
店

TSUTAYU横手

横手サティ

イオン横手南
店
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（２）横手市の土地利用状況等

駅西側の区画整理・駅広整備

郊外の大規模ＳＣ

国道１３号沿道

郊外に広がる田園風景

白地地域に立地し中高一貫学校

工事中の平鹿病院

①市街地周辺の状況

横手駅西口駅前広場整備イメージ
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横手駅前の通り

横手駅前

再開発の図

コミュニティ道路が整備された旧商店街

横手市役所前の通り（横手環状線）

街なかに残る歴史的建造物

②街なかの状況

35

横手駅東地区再開発事業

（3）横手市の都市構造の特性・課題

◆昭和の合併により市域が拡大。
城下町から発展した中心市街地と、
郊外に点在する農村集落よりなる。

◆概ね旧町村単位で出張所、小中
学校、最寄品を扱う商店などが立地
し拠点を形成。

◆秋田自動車道と湯沢横手道路が
連結

◆1980年代まで、横手駅東側で区
画整理等による市街地整備を推進。

◆国道13号等の主要幹線道路沿道
に大型店立地するなど、市街地が西
側に拡大。（駅前から撤退）

◆横手駅周辺には大型商業施設、
文化交流施設が立地。

◆街なかは流雪溝等の社会基盤施
設の整備が充実。

◆中心部の街道沿い等に古くから
の宿場町・城下町の街なみが残る。

◆古くからの市街地は高齢化率が
高い。

◆平鹿総合病院を西側に移転・整
備中

①平成42年には昭和55年（ピーク
時)から約30％の人口が減少する。

②平成42年には高齢化率も約
40％となり、超高齢社会となる。

【市街地関連】
・用途地域外に住宅地や大型店の立
地が見られる。
・大型店の立地計画があり、農家と業
者で合意済みだが、農政側が開発を
阻止
【中心市街地関連】
・平鹿総合病院跡地で再開発を計画
（商業、住居、福祉の複合用途）
・駅西口広場、自由通路の整備
・中活の再提出、準工規制を検討中
・街なかは家賃が高い。郊外は家賃
が安く設備も良いため、若い世帯が
居住。
【交通関連】
・横手駅西口広場を整備中
・公共施設の移転に伴うバス路線の
再編
【行政コスト】
・農村公園の指定管理者制度の導入
・教育・除雪等の市民サービスの維持

①安全・安心な暮らし
◆豪雪地であり、なおかつ高齢化が
進むことから、除雪ボランティア等の
除排雪を強化し、安心して暮らせる生
活環境の維持が必要

②アクセシビリティの確保
◆公共交通の利用が低下しており、
地域にあったバス交通の見直しが必
要

③都市機能の適正配置
◆横手駅西口や駅前再開発などの促
進による中心部の都市機能の充実

④コミュニティの維持・再生
◆豊かな歴史・文化を活かしたコミュ
ニティの維持・再生が必要

⑤土地利用のあり方
◆市街地外延に広がる土地利用拡
大の抑制

⑥環境・景観に配慮した都市の形成
◆山や川など横手盆地に広がる身近
な自然を保全していくことが必要

⑦都市経営
◆インフラストックの拡大に伴う、除
排雪の負荷の増大

横手市の特性 ヒアリング結果 横手市の都市構造上の課題

将来動向
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横手市は秋田県南部の中心的な都市であることから、魅力ある中心部を有する都市づくりが求められており、それが
横手市と周辺地域を持続的に発展させていくことにつながる。

そのため、都市的サービスを提供する街なかと周辺集落、町村部が、相互連携する一体的な都市圏を作り上げて、歴
史や文化を継承する持続可能な都市圏を形成することで、高齢化社会においても安全安心な暮らしが営まれる。

（４）横手市におけるコンパクトシティの検討

中心市街地を基点として、市街地や集落が連結されるネットワーク型コンパクト
シティ

②アクセシビリティの確保

バスターミナル整備、再開発にあわせた、街なかへの
アクセスが向上するバス交通網の整備

②②アクセシビリティの確保アクセシビリティの確保

バスターミナル整備、再開発にあわせた、街なかへの
アクセスが向上するバス交通網の整備

③都市機能の適正配置

再開発事業や駅西側の区画整理事業など、横手駅
を中心とした都市機能の拡充

③③都市機能の適正配置都市機能の適正配置

再開発事業や駅西側の区画整理事業など、横手駅
を中心とした都市機能の拡充

①安全安心の暮らし

雪が降っても高齢者など多くの市民が安心して暮ら
せる中層の住宅、流雪溝、除排雪ボランティア等の施
設・機能が維持・拡充された市街地の形成

①①安全安心の暮らし安全安心の暮らし

雪が降っても高齢者など多くの市民が安心して暮ら
せる中層の住宅、流雪溝、除排雪ボランティア等の施
設・機能が維持・拡充された市街地の形成

④コミュニティの維持再生

かまくらをはじめとする歴史・文化を活用した他の都
市と農村の交流促進

④④コミュニティの維持再生コミュニティの維持再生

かまくらをはじめとする歴史・文化を活用した他の都
市と農村の交流促進

⑦都市経営
市街地に集積した都市機能のストックを有効活用し
新たな開発投資の抑制

⑦⑦都市経営都市経営
市街地に集積した都市機能のストックを有効活用し
新たな開発投資の抑制

⑤土地利用のあり方

農政側との連携を図り、幹線道路沿道に広がる市街
地拡大を抑制

⑤⑤土地利用のあり方土地利用のあり方

農政側との連携を図り、幹線道路沿道に広がる市街
地拡大を抑制

⑥環境・景観に配慮した都市の形成

横手川などの自然環境の保全、城下町の歴史的な街
並みの保全

⑥⑥環境・景観に配慮した都市の形成環境・景観に配慮した都市の形成

横手川などの自然環境の保全、城下町の歴史的な街
並みの保全
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横手市のコンパクトシティの概念

集落の暮らしを支える旧町
村単位の拠点地区の維持

横手駅を中心とした都市機能の
拡充
城下町の歴史的な街並みの保
全

農村集落

街なか

市街地拡大を抑制

街なかへのアクセスを支えるバス
交通網

都市施設

郊外地域

生産緑地・自然環境

農村集落

既成市街地

街なか

凡 例

自然環境の保全

市街地拡大を抑制し、まとまり
のある市街地を形成

市街地拡大を抑制
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ＤＩＤ密度

（人/ｈａ）

ＤＩＤ面積

（ｋ㎡）

その他人口

(人)

ＤＩＤ人口

(人)

ＤＩＤ外から
約1万人が
減少

15,00024,844

4040.1

3.93.91

Ｈ42のＤＩＤ
面積、人口
はＨ12と同
等程度を都
市生活エリ
アで確保し
た場合を想
定

1560015,677

人口が約1
万人減少

30,60040,521人口 （人)

備考Ｈ42

（将来予測）

Ｈ12

（基準年）

横手市のコンパクトシティイメージ例将来人口の設定例

資料:将来人口は人口問題研究所

「日本の市区町村別将来推計人口」（平成15年12月））

凡 例
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２－３．モデル都市検討のまとめ
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モデル都市のコンパクトシティ像の整理

中心市街地を基点に市街地や集落が連
結されるネットワーク型コンパクトシティ

農作物や自然緑地等身近な環境がまち
を彩る緑住コンパクトシティ

特徴ある生活サービス拠点が市民生活を
重層的に支えるクラスター型コンパクトシ

ティ

コンパクト
シティ像

横手市東根市宮古市

雪が降っても高齢者など多くの市民が安
心して暮らせる中層の住宅、流雪溝、除
排雪ボランティア等の施設・機能が維持・
拡充された市街地の形成

東根本町、長瀞の既成市街地において、
安心して住み続けられる生活環境の形成

限られた市街地を活かし、中層の魅力あ
る建物整備等により快適で安心して住み
続けられる空間を形成

安全安心な
暮らし

かまくらをはじめとする歴史・文化を活用
した都市と農村の交流促進

さくらんぼ等を媒介とした都市と農村の
交流促進

災害に対する市民・企業等の応援体制の
強化

周辺の農漁村との交流に向けた市民主体
の活動の展開

コミュニティ
の維持・再
生

横手駅を中心とした、都市機能の拡充さくらんぼ東根駅周辺への公共公益施設
等の集積による中心地区の形成

街なかは市民の買い物の場、ちょっとした
ハレの場として、安心して歩ける道路空
間が確保された、歩いて楽しめる商店街
を形成

都市機能の
適正配置

都市経営

環境・景観
に配慮した
都市の形成

土地利用の
あり方

アクセシビリ
ティの確保

市街地に集積した都市機能のストックを
有効活用し新たな開発投資の抑制

空港等の立地特性を活かした産業の振
興

水産物の高付加価値化等を推進し、宮
古ブランドの形成を図る。

横手川などの自然環境の保全、城下町の
歴史的な街並みの保全

りんごやさくらんぼといった果樹や田園な
ど、身近な緑に囲まれた農村景観や生活
環境の保全

基幹産業である水産業の振興を図る観
点からも、山林開発を抑制し自然環境を
保全。

農政側との連携を図り、幹線道路沿道に
広がる市街地拡大を抑制

国道沿いの大規模店舗の立地等を抑制
するなど市街地拡大のコントロールと、市
街地内未利用地の有効活用を推進

山林は保全を図ることを基本とし平坦地
の有効活用を図る

バスターミナル整備、再開発にあわせた、
街なかへのアクセスが向上するバス交通
網の整備

集落、周辺市町村の生活を支える市民バ
スネットワークの強化

宮古駅前広場整備を中心に、点在する都
市拠点や中山間地をネットワークするバス
網をﾃﾞﾏﾝﾄﾞシステム等の多様な手段で展
開
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モデル都市の検討

宮古市 東根市 横手市

除排雪対策や高齢者の生活支援
など安全・安心して暮らせる生活
環境の形成

安全安心
の暮らし

地域環境を活かした産業育成と
新たな投資や維持費を抑制する
都市構造

都市経営

身近な自然、生産緑地の保全や
歴史的な景観が維持された、緑の
なかに佇む美しい都市構造

環境・景
観に配慮
した都市
の形成

市街地の拡大が抑制された都市
構造

土地利用
のあり方

都市と農村の交流などにより支え
られた都市

コミュニ
ティの維
持再生

地域の生活を支える中心市街地
の再生。街なかは、都市規模に応
じた都市機能の集積を図り歩いて
楽しめる空間

都市機能
の適正配
置

高齢化社会が進展する中小都市
では、点在する集落等の地域の生
活を支える公共交通のネットワー
クの形成が必要

アクセシ
ビリティの
確保

【モデル都市検討から得られた共通的な考え方】

冬期でも安心し
て暮らせる都市

今ある地域を支
える公共交通

地域の生活を
支える中心市
街地

これ以上の拡大
を抑制

自然資源を活か
した地域産業

地域の個性を
醸しだす自然・
都市の景観

都市と農村等の
連携による支え
る仕組み

【コンパクトシティ像の検討】
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３． 「東北地方の中小都市」における
コンパクトシティ像
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「東北地方の中小都市」のコンパクトシティは都市と農山漁村がこれまで培ってきた地域の生
活を新しい仕組みで再生していく「街と里の暮らしが融合するコンパクトシティ」

500ｍ

１km

コンパクトシティの理念 コンパクトシティ イメージ図

【東北地方の中小都市のコンパクトシティ像】

山林地域

田園地域

集落エリア

郊外エリア

都市生活エリア

街なかエリア

凡 例

（コンパクトシティイメージ）
①安全安心な暮らし（ほど良い暮らしができる都市）
②アクセシビリティの確保（誰もが安心して移動できる都市）
③都市機能の適正配置（賑わいと活力のある市街地が息づく
都市）

④コミュニティの維持再生（地域コミュニティや協働の取組みに
より支えられた都市）

⑤土地利用のあり方（農地や山林等の豊かな自然に縁取られ
た都市）

⑥環境・景観に配慮した都市の形成（環境負荷の少ない美
しい都市）

⑦都市経営（地域の産業が育成され、効果的な都市経営が行わ
れる都市）

○高齢者を始め誰もが安全で安心できる日常
生活を過ごすことができるまちづくりを目指し
ていく。

○地域の固有の歴史・文化を継承し、賑わいと
活力がある中小都市を目指して市民や関係
者が取り組む。

○コンパクトシティは、市街地と周辺緑農地が相
互に依存し、豊かな自然環境や景観を維持、
発展させる。
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